
 

 

 

 
 

 
第２次幹線市道整備１０か年計画について 

 

 

１．第２次整備計画策定にあたっての基本的な考え方 

（１）現在施工中の路線の取扱いについて 

現在施工中の路線で、本年度末までに完成できない１２路線については、第２次

整備計画に引き継ぐこととし、継続して整備します。 

 

（２）整備路線の選定について 

第２次整備計画の整備路線については、選定対象路線について、整備の必要性と

実現性の観点を中心に評価し、その結果に基づき選定します。 

 

 

２．整備路線の評価について 

整備路線の評価については、第１次整備計画未着手路線（１８路線）と第１次整備

計画策定後に陳情等があった路線（１８路線）を選定対象路線とし、整備の必要性と

実現性の観点を基軸に、１００点満点で行いました。 

そして、それぞれの評価結果を基に、各路線をＡ評価：３路線、Ｂ＋評価：８路線 、

Ｂ評価：１３路線、Ｃ評価：１２路線に区分しました。 

 

 

３．第２次幹線市道整備１０か年計画について 

（１）計画期間について 

平成３０年度から平成３９年度 
  

（２）第２次整備計画における整備路線 

① 継続路線 

現在施工中の路線で、平成２９年度末までに完成できない１２路線は、継続路

線として第２次整備計画に引き継ぐこととし、計画期間前半での完成を目指しま

す。 

 

② 整備路線 

Ａ評価（３路線）とＢ＋評価（８路線）の１１路線は、整備路線に位置付け、   

可能な限り早期に事業に着手します。 

 

③ 整備候補路線 

Ｂ評価の１３路線は、整備候補路線に位置付け、事業全体の進捗状況を見なが

ら、第１次整備計画からの継続性や市政を推進する上での重要度等を踏まえて路

線を選択し、整備を進めます。 

 

なお、上記①～③の各路線の詳細については、資料１及び資料２のとおりです。 
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（３）事業費及び財源について 

第２次整備計画の総事業費は、近年の市の道路整備予算や、国交付金の配分の動

向から類推して、約８０億円を見込んでいます。 

整備にあたっての財源は、次のものを有効に活用します。 

① 社会資本整備総合交付金（交付率  55%） 

② 道整備推進交付金   （交付率  50%） 

③ 過疎対策事業債     

④ 辺地対策事業債     
 

（４）休止路線の取扱いについて 

一部の区間を残し休止状態となっている４路線は、用地取得ができるよう交渉を

重ね、完成を目指します。 

[松寄下浜線（１工区）・長浜３２６号線・船津所原線・植松浜線] 

 

 

４．参考 

第１次整備計画の進捗状況（平成２９年度末見込み） 

（１）計画路線    ６１路線 

○完了路線  ２７路線 

○整備中路線 １２路線 

（   計   ３９路線） 

○未着手路線 １８路線 

○休止路線   ４路線 

 

（２）１０年間の事業費 約７５億円 
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資料１

区分 路　線　名 地域 整　　備　　内　　容

　松寄下浜線（２工区） 幅員9.75m（2車線＋片側歩道）の道路改良

　高松８号線 幅員9.75m（2車線＋片側歩道）の道路改良

　神西６１号線 幅員9.25m（2車線＋片側歩道）の道路改良

　中筋浜線 平田 幅員10.75m（2車線＋片側歩道）の道路改良

　城川石場線 幅員4.00m（1車線）の道路改良

　才谷毛津線（３工区） 幅員5.00m（1車線）の道路改良

　大西新線（３工区） 幅員9.25m（2車線＋片側歩道）の道路改良

　柳谷田儀駅前線 幅員5.0m、長さ12.3mの橋梁の架け替え

　板津線 湖陵 幅員9.25m（2車線＋片側歩道）の道路改良

　下遥堪２２号・菱根３５号線 大社 幅員5.00m（1車線）の道路改良

　学頭大竹線 幅員7.00m（2車線）の道路改良

　上庄原北筋線 1車線道路の歩道整備

１２路線

区分 路　線　名 地域 整　　備　　内　　容

  今市川跡日下線
通勤時間帯の渋滞が顕著な荻杼交差点に、渋滞対策として、右折レーン延
伸などの改良を行います。

  川跡２２６号線
今市川跡日下線から北陽小学校までの通学路に、安全対策として、歩道及
び交差点の溜り場を整備します。

  高松９５号線
国道９号神戸橋北方交差点付近から出雲農林高校前までを、東西幹線道
路として、通学路の安全対策を含め、道路拡幅及び歩道を整備します。

  伊野本線
野郷町金森から地合町東地合までの区間について、生活道路及び原子力
災害時の避難路として、道路を拡幅します。

  国富大津線
一畑電鉄美談駅北の国道４３１号から４５０ｍ区間に、国富小学校通学路の
安全対策として、歩道を整備します。

  井手上新線 多伎
多伎小学校西の道路について、多伎ＩＣ（仮称）のアクセス道として、通学路
の安全対策を含め、道路拡幅及び歩道を整備します。

  湖陵神西新町線 湖陵
神西湖南に位置する東西幹線道路であり、出雲ＩＣ及び湖陵ＩＣ（仮称）のア
クセス道として、道路を拡幅します。

  馬渡恵美須線 大社
大社高校付近の県道大社立久恵線から国道４３１号までの交通量が多い
区間に、安全対策として、歩道を整備します。

  太才線
斐川学校給食センター付近から県道斐川出雲大社線までの西野小学校通
学路に、安全対策として、歩道を整備します。

  斐川３０号線
斐川西中学校南の市道斐川７３１号から国道９号までの通学路に、安全対
策として、歩道を整備します。

  荘原三絡線（１工区）
荘原小学校から国道９号までの通学路で、幅員が狭く通行に支障があるた
め、道路拡幅及び歩道を整備します。

１１路線

概算事業費　：　２１億円

②
　
整
備
路
線

出雲

平田

斐川

概算事業費　：　３７億円

第２次整備計画における整備路線

①
　
継
続
路
線

出雲

佐田

多伎

斐川
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資料２

区分 路　線　名 地域 整　　備　　内　　容

  吉葉線
神西湖東に位置する南北の幹線道路であり、出雲西消防署、神西湖への
アクセス向上のため、道路拡幅及び歩道を整備します。

  高松１３６号線
新内藤川右岸道路のうち暫定形で供用している区間について、道路拡幅及
び歩道を整備します。

  北本町谷田谷線
出雲体育館から北に延伸する道路で、このうち県道斐川出雲大社線から国
道４３１号までの区間を南北幹線として、道路及び歩道を新設します。

  白枝常松線
国道９号白枝北交差点から北へ延びる道路で、未整備となっている１１０ｍ
間について、道路拡幅及び歩道を整備します。

  庄部線
坂浦町庄部地内の迂回路の無い道路であり、災害時の通行確保のため、
道路を拡幅します。

  金森三の谷線
野郷町金森地内の生活道路で、幅員が狭く急勾配であるため、道路を拡幅
します。

  美野本線
国道４３１号から伊野本線までの区間で、国道４３１号の迂回路としても機能
する伊野地区の幹線道路として、道路拡幅及び歩道を整備します。

  城川御幡線 
栗原大橋付近の国道１８４号から６３０ｍ間に、国道１８４号の迂回路として
も機能する生活道路として、道路を拡幅します。

  反辺本郷線
県道三刀屋佐田線から目田森林公園入口付近までの区間に、公園利用者
と沿線住民の利便性向上のため、道路を拡幅します。

  新川中央線
斐川地域の東西幹線道路で、歩道の無い区間（伊藤製材所から斐川新川
簡易郵便局）に、安全対策として、歩道を整備します。

  八頭西線（仮称）
ＪＲ直江駅南の住宅団地周辺で、通行の安全対策として、住宅団地内から
南へ延伸する道路を新設します。

  斐川２２号線
県道斐川出雲大社線と鋭角で交差している交差点に、安全対策として、右
折レーン設置を含めた改良を行います。

１３路線   荘原三絡線（２工区） 荘原小学校南の通学路で、安全対策として、歩道を整備します。

※ 上記１３路線は、事業全体の進捗状況を見ながら、第１次整備計画からの継続性や市政を推進する上での重要度
等を踏まえて、整備を進めます。

第２次整備計画における整備候補路線

③
　
整
備
候
補
路
線

出雲

平田

佐田

斐川
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